
 

科目名 企業法務演習Ⅱ 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

法律学科 □必修 ■選択 

学科 □必修 □選択 

英文表記 
Corporate Legal  

Practice Ⅱ 

開講年次 □１年 ■２年 □３年 □４年 

開講期間 □前期 □後期 ■通年 □集中 

ふりがな 
いしかわ まさはる・みちはた ただよし・かわぐち まこ

と・たきざわ じゅん 
実務家教員担当科目 〇 修得単位 ２単位 

担当者名 石川 雅敏・道端 忠孝・川口 誠・瀧澤 純 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 会社の運営を通して、会社の基礎知識を学び、実際の事業活動における実務の応用を理解する。 

到達目標 

この授業の単位を修得した場合、次のような知識・能力を修得できます。 

１．株式会社の設立、株主総会や取締役会などの役割・招集手続、決算、税務申告、契約等の企業法務が

理解できるようになる。 

２．事業活動、組織運営、資産管理、予算、新規事業の提案などの経営的側面が分かるようになる。 

３．会社の運営、礼儀とマナー、ビジネス文書、プレゼンテーション技術など、卒業・就職後に企業人と

して即戦力となりうる知識と能力を身に付ける。 

授業概要 会社の設立と運営に関わる法律や経営について学ぶために、講義、演習、実習を行います。 

授業計画 

第１回 企業法務コースガイダンス 目的・構成・メンバ

ー・注意点                   ；㈱さくら見学 
第16回 ㈱さくら 第3四半期報告  ；事業活動 

第２回 ㈱さくら説明 沿革・組織・事業計画・第１四半

期報告                       ；事業活動 
第17回 新規事業（顧客と需要）   ；事業活動 

第３回 会社の基礎知識 法律・ステークホールダー・サ

ステナビリテイー             ；事業活動 
第18回 新規事業（ビジネスプラン） ；事業活動 

第４回 会社の基礎知識 組織運営 ～PDCA・「協働」～ 

；事業活動 
第19回 新規事業（事業計画作成）   ；事業活動 

第５回 ㈱さくら 第2四半期報告     ；事業活動 第20回 新規事業（事業計画作成）   ；事業活動 

第６回 事業活動 第21回 ㈱さくら 決算・税務申告   ；事業活動 

第７回 会社の法律 契約法務 損害賠償制度 Amazon

契約を読む                   ；事業活動 
第22回 

㈱さくら 次年度計画・予算・新役員候補・組織

変更                       ；事業活動 

第８回 会社の基礎知識 コミュニケーション、議論の進

め方・チームビルデイング     ；事業活動 
第23回 ㈱さくら 株主総会         ；事業活動 

第９回 会社の法律 資産管理 固定資産と流動資産 

；事業活動 
第24回 新グループ打ち合わせ       ；事業活動 

第10回 会社の基礎知識 お金の扱い方・帳簿（財務・経

理・税金）                   ；事業活動 
第25回 新規事業（新規事業案の提出）；事業活動  

第11回 1年生 配属                 ；事業活動 第26回 新規事業（新規事業案の審査）；事業活動  

第12回 会社の法律 紛争の解決 クレーム処理 

；事業活動 
第27回 新規事業（最優秀案の決定） ；事業活動  

第13回 会社の基礎知識 ビジネス文章の書き方（報告

書・提案書）                 ；事業活動 
第28回 

㈱さくら 第1四半期報告 変更登記（役員） 

；事業活動by  

第14回 大学祭準備 第29回 プレゼンテーション練習     ；事業活動 

第15回 会社の法律 知的財産 商標権、広告と肖像権 

；事業活動 
第30回 個人活動報告・提案の準備   ；事業活動 

 
中間報告 第31回 プレゼンテーション試験 

授業時間外の 

学習 

１．授業時間外にも実習としてコースの活動等に参加してください。（1.5＋1.5時間程度） 

２．日頃から新聞に目を通し、社会の動向を理解してください。（0.5時間程度） 



履修条件 

受講のルール 

企業法務コースに所属する人。会社の株主になる意思のある人。夏休み中、冬休み・春休み中にもコース

の活動に参加する意欲のある人。 

「企業法務演習Ⅰ」の単位を修得していない人は、「企業法務演習Ⅰ」を履修してください。関連の深い

科目、「企業法務序説」「会社法」「ベンチャーキャピタル」などの履修を推奨します。 

テキスト プリント等配布 

参考文献・資料 六法。その他、必要に応じて講義時に紹介します。 

成績評価の方法 

レポート等（20％）、活動状況（40%）、プレゼンテーション試験（40％）から総合的に判断します。 

・出席回数が規定に満たない場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は、試験を受ける

ことができません。 

・出席確認時に不在だった場合は原則としてその回は欠席とします。 

・授業中に無許可で退出した場合は欠席とします。 

・レポート課題は授業内で指示します。 

オフィスアワー 

石川：火・金15：00～17：00  道端：火・金14：30～16：30 

川口：月・木13：00～14：30、  瀧澤：月13：00～14：30、金10：40～12：10 

※これ以外の時間帯は事前に予約してください。 

成績評価基準 秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）、不可（59点以下） 

実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

特に、第17回～第 21回、第25回～27回など、新規事業の立ち上げ・経営など。 

学生への 

メッセージ 
(株)さくらの運営に積極的に参加してくれることを期待します。 

 


